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２００９年１２月１４日
人間文化研究科　数学専攻　
　 博士前期課程　１回生
  玉榮　清華
２００９年１２月７日（月）、奈良女子大学大学院教育イニシアティブの一環として，愛媛大学の天野要先生の講演を聞くことができた。講演内容は｢代用電荷法による数値等角写像｣についてであり，近年，数学の研究分野の中でも日本で活発に研究され，大変，注目されている分野の１つである。
今回の講演では，先生は，講義内容に入る前に，等角写像や，代用電荷法の原理について，説明をしてくださった。等角写像とは、その名の通り，2次元以上のユークリッド空間からユークリッド空間への写像であって、任意の点の近傍の微小な2つの線分が、そのなす角を保存するように写像されるものをいう。代用電荷法は数値計算手法の一つであり，構造力学や電界計算の分野で広く使われている手法である。基礎解の重ねあわせで解を表現し、境界条件を満たすように基礎解の重みを決定する。我々の身の回りでは，土木工学や電気工学の分野で用いられている。天野先生の行っている本研究では，代用電荷法の特性である，解において境界で誤差が最大になるという誤差の最大値原理があり、誤差評価を容易にするということを活かして，代用電荷法による数値等角写像の方法は表現が簡潔で精度の高い近似写像関数を与える，ということが示された。これらは，ポテンシャル流中に置かれた障害物の周囲にできる淀み点の位置の同定法や障害物に働く力の計算法を提案して,その有用性を検証するなど，従来は困難とされてきた様々な領域の問題に対する代用電荷法の適用法を提案することができた。本研究により，数学と工学において，新たな活路が見いだされ，今後、両分野の更なる飛躍が期待されることは言うまでもない。
先生の講演を聞いて，この研究におけるおもしろさは，｢数学と工学の出会い｣であると，私は思った。

これまで，別々の研究分野として扱われていたものを組み合わせることで，研究において問題点となっていた所を解決し，新たな見解を示すことができる。天野先生は，大学時代，電気工学を学び，その後，研究を続けられたが，ご縁があって，現在，工学部にて数学を教えるに到った。独学で数学を学び，大変，苦労をしたと先生はおっしゃっていた。しかし，その過程こそがまさに，数学と工学の出会いであり，今回，このような偉大な研究結果を生み出すきっかけとなったのではないかと，私は考える。これらは，我々の日々の生活においても，有用である。自らの日常生活や大学での研究活動において，困難にぶつかった時，１つの視野に縛られるのではなく，多角的なアプローチにより乗り越えることができるということである。時には，問題を遠くから見つめることで，本質を見極め，問題を解決するための手段を広く探ることも必要なのではないか。
　冒頭でも示したように，本研究は，近年，日本において研究が盛んに行われ，中でも，天野先生は、ここ１０年で各論文賞をいくつも頂く程、ご活躍されていらっしゃるお方であった。お忙しい中，先生には，遠く愛媛から足をお運びいただき，このような貴重な講演をして頂いたこと，深く，感謝している。最先端の研究を身近で感じることができ，このような機会を与えてくださったことを，嬉しく思う。講演から学んだことを忘れず，これからの研究活動にも，是非，活かしていきたいと，私は思う。
